
北多摩西ニュース

▼
都
立
高
校
入

試
発
表
日
、
生

徒
か
ら
の
結
果

報
告
を
一
喜
一

憂
し
な
が
ら
、
報
告
書
を
ま

と
め
た
頃
、
都
立
Ｋ
校
を
不

合
格
と
な
っ
た
Ｊ
さ
ん
と
ご

両
親
が
来
校
し
た
。「
経
済
的

な
理
由
で
私
立
Ｓ
校
を
辞
退

し
、
都
立
二
次
試
験
を
受
検

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

話
さ
れ
た
。
Ｊ
さ
ん
は
「
入

試
当
日
、
体
調
不
良
で
力
を

発
揮
で
き
ず
、
も
う
一
度
、

都
立
を
挑
戦
し
た
い
。」
と
涙

な
が
ら
決
意
を
語
っ
た
。
▼

Ｊ
さ
ん
は
、
高
１
の
秋
に
第

一
志
望
だ
っ
た
Ｋ
校
の
編
入

学
試
験
に
挑
戦
し
た
。
１
名

枠
だ
っ
た
が
、
見
事
合
格
！

格
差
社
会
の
荒
波
は
家
庭
ら

教
育
格
差
ま
で
及
び
、
進
学

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
都
立
難
関
校
を
目
指

し
て
塾
に
行
け
な
い
生
徒
は
、

放
課
後
の
教
室
で
卒
業
生
か

ら
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
忘
れ

な
い
。
今
年
、
こ
の
生
徒
た

ち
は
成
人
式
を
迎
え
た
。
荒

波
の
中
で
受
検
に
立
ち
向
か

っ
た
き
み
を
誇
り
に
思
う
。

き
み
に
幸
あ
れ
！
（
Ｋ
・
Ｓ
）
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今
国
会
で
免
許
更
新
制

「
解
消
」
へ

　

昨
年
11
月
15
日
、
末
松
文

部
科
学
大
臣
は
、「
発
展
的

に
解
消
」
す
る
免
許
更
新
制

に
つ
い
て
、
本
年
１
月
〜
６

月
末
を
会
期
と
す
る
通
常
国

会
に
お
い
て
法
改
正
を
め
ざ

し
、
改
正
後
は
「
時
間
を
置

か
ず
速
や
か
に
施
行
す
る
方

向
で
検
討
・
調
整
」
す
る
と

の
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、「
来
年
度
、

法
律
が
施
行
さ
れ
た
以
降
に

免
許
の
有
効
期
限
を
迎
え
る

先
生
は
、
大
学
に
お
け
る
免

許
状
更
新
講
習
の
受
講
や
免

許
の
更
新
の
手
続
の
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
全
教
が
短
期
間
で

約
３
万
筆
の
署
名
を
集
約
し

た｢

私
の
ひ
と
こ
と
署
名｣ 

な
ど
、
様
々
な
現
場
か
ら
廃

止
を
求
め
る
声
が
あ
っ
た
成

果
で
す
。
署
名
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
師
の
研
修
も
「
個
別

最
適
な
学
び
」
へ
？ 

　
「
解
消
」
す
る
免
許
更
新

制
に
変
わ
り｢

新
た
な
教
師

の
学
び
の
姿｣

が
提
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

免
許
状
の
有
効
期
限
は
な

く
す
方
向
の
よ
う
で
す
が
、

中
教
審
な
ど
の
文
書
に
よ
る

と
、
研
修
を
管
理
し
、
教
員

の
自
由
な
研
修
を
奪
う
よ
う

な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

免
許
更
新
制
で
は
各
自
が

講
習
を
選
択
し
、
内
容
を
管

理
職
へ
報
告
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
更
新
制
「
解

消
」
後
は
。

◆
様
々
な
研
修
内
容
が
「
研

修
受
講
履
歴
」
と
し
て
記
録

管
理
（
デ
ー
タ
化
も
）
さ
れ

る
。（
将
来
的
に
は
全
国
的

な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
検

討
）。

◆
研
修
内
容
に
つ
い
て
、「
研

修
受
講
履
歴
を
活
用
し
」
て

教
育
委
員
会
や
管
理
職
か
ら

「
奨
励
（
情
報
提
供
や
指
導

助
言
）」
さ
れ
る
。
例
え
ば

年
度
当
初
と
年
度
末
の
人
事

考
課
の
面
接
時
な
ど
の
場

で
。

　

受
講
履
歴
の
「
活
用
」
と

受
講
の
「
奨
励
」
で
教
員
に

も
「
個
別
最
適
な
学
び
」
が

提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、「
期
待
す
る

水
準
の
研
修
を
受
け
て
い
る

と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
場

合
（
校
内
研
修
に
も
参
加
し

て
い
な
い
等
）
は
職
務
命
令

に
よ
る
研
修
受
講
も
考
え
ら

れ
る
（
従
わ
な
い
場
合
、
指

導
上
・
人
事
上
の
措
置
も
）」

と
、「
命
令
」
ま
で
明
示
し

て
い
ま
す
。

　

免
許
更
新
の
「
解
消
」
を

機
に
、
教
師
の
自
主
性
が
求

め
ら
れ
る
「
研
修
」
を
、
国

の
管
理
下
に
お
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

中
教
審
｢『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
教
師
の
あ
り
方
部
会
」
資
料
よ
り

免許更新制を「免許更新制を「解消解消」し、「」し、「新たな教師の学びの姿新たな教師の学びの姿」へ」へ
教育委員会や管理職が、受講する研修を「奨励」教育委員会や管理職が、受講する研修を「奨励」

⑴ 通No.2021 2022年2月1日㈫

※中教審｢『令和の日本型学校教育』を担う教師のあり方部会」資料より

※期待する水準の研修を受けているとは到底認められない場合
（校内研修にも参加していない等）は職務命令による研修受講も考えられる（従わない場合、指導上・人事上の措置も）

過去の研修受講履歴を
活用した研修受講の奨励
（情報提供や指導助言）

例えば、
・システムを通じて、受講修了

をその都度、自動的に記録
したり、
・期末面談前にまとめて教師

個人が受講履歴を記録したり、
・校内研修や授業研究の実績
（記録）を校長等が期末面
談前に記録したりすること

　などが考えられる

期首面談

服務監督権者

教師

校長等 期末面談

主体的な学び、学校を支
える力の獲得・教科の観
点からの自らの職能開発

のニーズとその目標設定

研修受講履歴履歴の活用
による、今後の資質向
上のための指導助言

研修受講履歴を活用した
研修などによる学びの成果
や自らの成長実感、今後
の課題などの振り返り

研修受講履歴の記録と管理（情報システムや電子ファイルなど）※将来的に全国的なシステムの導入も考えられる


